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ジを与えることなく接合する手法として，原子拡散接合（Atomic Diffusion Bonding: ADB）を採用することを
決定した．ただし，原子拡散接合では接合界面に薄い金属膜を用いるため，それによる光吸収の抑制が必要であ











ファイアレンズを接合した．図 2 には，サファイアレンズと LED チップを接合したサンプルの一例の写真を示
す．半球側からレンズ内部を見ると LED チップが明瞭に観察され，内部からの光の全反射が抑制されている．
図3 には，サファイア半球状レンズをSAB により直接接合した波長255 nm の深紫外LED の光出力と外部量
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と酸化物基板の界面反応層の形成について考察を行った結果，Ti と Al は，酸化物の標準生成エネルギーの絶対
値が非常に小さく且つ原子量が小さいため，薄く強固で且つ光学的な透過率が高い界面反応層の形成が期待でき
ることが明らかとなった．さらに，Ti は Al と同様に大きな自己拡散係数を持つことから，優れた光透過率と接
合性能を有する金属薄膜材料として期待できることを明らかにした． 








第 5 章では，サファイアに近い光学定数を持つガラス（SUVG）で形成した半球状レンズを，Ti 膜厚が片側
0.4 nmのADBにより波長255 nmのLEDに接合し，
作成されたLEDの特性を評価した．図4 は試作した深
紫外LEDの光出力と外部量子効率exの印加電流依存性
を示す．半球状レンズに用いたガラス材質の光吸収がサ
ファイアよりも大きいにも関わらず，光出力と外部量子
効率が 2.5 倍となる光取り出し効率の向上に成功し，世
界最高と同等な光取り出し効率を得ることができた． 
第 6 章は結論であり，各章の成果のまとめを述べた．
また，本論文で提案した半球状レンズ接合 LED の研究
が他の研究機関でも開始され，本研究と同様に大きな光
取り出し効率の向上が報告されており，半球状レンズ接
合LEDの提案により，紫外線LEDの光取り出し効率の
向上に大きく貢献することができた． 
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